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Shijonawate Gakuen 

令和6年度事業計画書の策定にあたって         

昨年の出生者数が 75 万人とコロナ禍で少子化が加速するとともに、世界情勢の不安定化に伴う社会

経済的な要因により、学園や私学を取り巻く環境はますます厳しさを増しています。 

このような外部環境が厳しさを増すほど、課題と危機感を共有する組織風土が従来以上に求められる

ことになり、２年後の100周年に向けた様々な取り組みを組織風土改革の機会にしていきたいと考えて

います。 

昨年は令和8年の学園創立100周年の記念事業として、総合ホール図書館リニューアル(愛称:「いも

りね manabi 館」)や小学校リニューアル(第一期)を実施しました。本年以降、令和8年に向け、総合ホ

ール食堂リニューアルや小学校リニューアル(第二期)、駅

前整備事業関連の学園キャンパスのエントランス・中庭整

備を進めていきます。 

以上のハード面だけではなく、昨年 8 月の全学教職員

会議で、創立100周年に向け教職員が共有すべきイメー

ジを示す言葉（タグライン）とそのメッセージであるクレ

ドを発表しました。今回のタグライン「学ぶ喜びをずっと。(joy of learning for life)」は、「学ぶ喜び」

は建学の精神に、「ずっと。」は教育理念「実践躬行」(現代版 PDCA)に対比させて、建学の精神と教育

理念を継承する意味を持たせています。今年度は改めてその趣旨を徹底・浸透させ、風通しがよく、挑

戦と進取の精神にあふれた組織風土づくりにつなげ

ていきます。 

その他の重要課題として、学校法人のガバナンス

体制の強化を目的とした私学法改正への対応があり

ます。特に、今回の私学法改正の中には強固なガバ

ナンス体制の基本になる「内部統制システムの整備」

が求められています。この課題に対しては、これま

で掲げてきた自立・自律的な組織風土づくりに通じ

るものであり、より具体的、積極的に取り組んでいきたいと考えています。また、７年ぶりの大学の第

三者評価においても、同様の趣旨で、単なる課題対応ではなく、経営体質の強化の一環と捉え、能動的

に取り組んでいきます。 

以上、コロナ禍により明確になった課題を含めて改革に取り組むとともに、厳しい環境下でも成果を

あげている学園高校の新コースのような学内での「広報×教育」の成功事例を共有し、より一層の校園

間の協働・連携にもつなげていきます。特に、今年度は「感謝は学びの根(モチベーション)になる」を掲

げた三次中計の折り返し年度として、方向性を再確認するとともに、100周年に向け、建学の精神にふ

さわしい自立・自律的な組織風土づくりに注力していきます。 

学校法人四條畷学園 

理事長 小谷 明 
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長期ビジョン・中期計画の全体イメージ         
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長期ビジョン・学園宣言の基本的考え方         

1．基本理念 

今回の長期ビジョンでは 100 周年をいいかたちで迎えられるよう七つの基本理念を設定して検討

を進めました。 

① 持続発展可能な経営基盤の確立

100 周年に向けた「持続発展可能な経営基盤の確立」のために、中期計画のテーマである「募集力の

維持・強化」と「管理体制・財務基盤の強化」に取り組みます。

② 建学の精神・教育理念の浸透・徹底

90周年を機に、建学の精神・教育理念の現代的解釈に基づき、総合学園としての「学園教育の特色」

「育てたい人材像」「学園教育ブランド」の関係性を整理し、浸透・徹底を図ります。

③ 総合学園としての教育ビジョンの明確化

各校園の伝統的な「体験型教育」「基礎教育」「人間教育」を学園全体として捉え直し、進化させ、新た

な教育ニーズにも応える学園版「アクティブラーニング」に取り組み、総合学園としての教育ビジョ

ンの明確化を図ります。

④ 教育改革による学園教育ブランドの確立

現場の教育実践が学園教育ブランドとして発信力を持つよう、学園らしい「実践躬行」を通じた教育

現場主導の教育改革を推進します。

⑤ ガバナンス改革とコンプライアンスの徹底

全学的な改革を推進していくためには、理事長・校園長をはじめとする各部署の責任者による各組織

体のガバナンスが確立されていること、また、全関係者にコンプライアンス(法令順守)意識が徹底され

ていることが必要不可欠です。あわせて、財務情報の公開など運営面での透明性を確保していきます。

⑥ 内外連携ネットワークの強化

教学・募集広報両面から内外に開かれたオープンネットワーク型の組織運営により、強みである特色

づくりと損益分岐点のコントロールを並行推進します。

⑦ 地域との共生

地域密着型の総合学園として、募集面だけではなく、各校園の特色を活かし、地域との共生のための

連携施策を積極的に進めていきます。
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２．長期ビジョンの基本的考え方 

【特色ある学園教育】

○ 学園には創立以来、徳・知・体の「三育教育」の伝統があり、幼稚園から大学まで各

校園ごとに特色ある「体験型教育」「基礎教育」「人間教育」が行われてきました。

○ 近年、社会から求められている「実習や体験活動などを伴う主体的・対話的で深い学

び」すなわちアクティブラーニングと「三育教育」「実践躬行」を重視してきた学園教

育とは考え方や方法が極めて近い関係にあります。

○ 90周年を機に、建学の精神・教育理念の現代的解釈を通じ、総合学園としての「教育
の特色」「育てたい人材像」「学園教育ブランド」を明確にし、学園の伝統的な「三育

教育」や「体験型教育」「基礎教育」「人間教育」の特色を進化させ、新しい時代にふ

さわしく学園らしい「アクティブラーニング」モデルに挑戦していきます。

【地域で必要とされる学園】

○ 「学生生徒・保護者・地域の人々から『必要とされる』場所であり続ける」ためには地

域との共生が重要になります。地域で必要とされているか否かの中長期的な評価は募集

状況にも反映されます。現状、近隣 9市の在籍者依存度は高水準ですが、将来の募集環
境の厳しさを念頭におけば、従来以上に、学園ブランドの向上とともに様々な連携施策

を通じて地域での存在感を高める必要があります。

○ リハビリテーション学部に看護学部を加えた保健医療系大学になった今、地域との共生

のための知(地)の拠点整備への取り組み等、従来以上に、地域が抱える課題解決のため
の連携・協働への期待が高まっています。

【信頼される学園】

○ 90 年の教育と経営の伝統が地域や社会から学園に対する信頼の基盤になっています。
100周年に向け、引き続き、信頼を重ね伝統を守っていくために、管理面や財務面での
運営体制の強化を中心としたガバナンス改革を進めていきます。

○ 近年の教育行政によるガバナンス強化の要請の背景には、厳しい環境のもとでは、学校

経営も一般企業と変わることなく経営体のガバナンスがしっかりとしていないと存続

危機の事態を招きかねないという共通認識があります。

○ SNS の時代には、管理体制の問題はもちろん、学園関係者の不用意な言動が風評リス
クを通じて信頼喪失そして募集力低下に直結することになります。一人ひとりのリスク

に対する意識が従来以上に問われる時代になっているという自覚が必要です。

○ 私学事業団方式の評価によれば、財務面では収益性や経費構造上の課題が明確であり、

コスト意識とともに予算管理を中心とした PDCA管理の徹底が求められています。
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 中期計画の骨子         

1. 基本的考え方 

中期計画の骨子は以下のとおりですが、期間は2022年度～2026年度の5年間になります。 

2. 中期計画アクションプランの共通テーマ 

長期ビジョンの基本理念である100周年に向けた「持続発展可能な経営基盤の確立」のために 

は「募集力の維持・強化 」と「管理体制・財務基盤の強化」という攻めと守りを同時に高い 

レベルで実現することが求められます。これらの課題は校園間、教学・事務間の協働・連携等 

全学横断的な対応が求められることから中期計画アクションプランの共通テーマとしました。 

3. 具体的な展開方法 

中期計画アクションプランに基づき、全学、校園、本部・各事務室それぞれあるいは協働・連携

して展開していきます。教育改革については「特色ある教育・学園ブランドの向上」に向けた教育 

実践の成果を今後の「持続発展」に必要な「募集力の維持・強化」につなげるため、特に「広報×教

育改革」のシナジー効果の視点を重視していきます。ガバナンス改革についてはアクションプランの

課題を中心に見直しを行い、引き続き体制整備を図っていきます。 

① 募集力の維持・強化 

② 管理体制・財務基盤の強化 

共通テーマ

① 教育改革(全学・校園別) 

② ガバナンス改革 

展開方法
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法人本部
Ｎｏ 施策種類 事業計画 

1 重点取組事項 (1)ＳＧ90－100Plan（長期ビジョン・中計）の推進 

①第三次中計第三年度におけるアクションプランを学園内に周知し、進捗状況を管理しま

す。（全学園での PDCA継続） 

②第三次中期計数計画と令和 4～5 年度実績との比較により、変動要因を分析のうえ、対

策等を立案・実施します。 

(2)都市計画・校地変更への対応 

①学園町キャンパス中央の大東市道買収に向け、埋設物の移設や撤去など、事前準備を

計画的に進めます。 

②駅前整備事業の進捗に併せ、学園町キャンパスの正門・東門・幼稚園南側の車寄せの

設計を進めます。 

(3)建物・設備の更新 

①総合ホール 1階食堂のリニューアル設計施工を完了します。 

②小学校校舎のリニューアル工事の設計施工を進めます。 

③学園町キャンパス全域の配電設備の更新を進めます。 

④高等学校本館・東館の外壁・防水工事と温水プールのリニューアル工事を進めます。 

(4)創立 100 周年に向けて 

①創立 100 周年記念事業や記念行事、記念誌発刊等にむけて、準備委員会のミーティン

グを継続します。 

(5)私学法改正に向けた対応 

①令和 7 年 4 月 1 日に施行される改正私学法に向けて、寄附行為の改正や内部統制シ

ステムの整備等の準備を進めます。 

2 教育改革サポート (1)教育・管理システムの高度化 

①老朽化しているコンピューター・サーバ関連機器を更新します。 

②地域出生率低下に伴う幼稚園園児数の減少を見据え、経費の科目別に費用対効果を

見極めつつ、運営の効率化を進めます。 

3 財務 (1)学生生徒等納付金の増収、及び経理の効率化 

①大学学納金の代金回収口座について、web 受付を開始します。 

②施設設備の更新に伴う高等学校の授業料見直しに向けた準備を進めます。 

(2)外部資金導入等による収入の恒常化 

①「経常費特別補助」獲得基準など、指標や数値目標を持って大学運営改革をサポートし

ます。 

②100周年記念寄付金の増加に向けて、返礼品付寄附金制度を含めたPR活動の多様化

を進めます。 

(3)人件費比率の適正化 

①令和6年度校園別期末手当の支給水準を確定します。 
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Ｎｏ 施策種類 事業計画 

（4）経営の合理化進展、効率的な財政運営、健全な財務体質の維持 

①予算管理、支払管理を徹底します。 

②特殊要因等を分別しながら、校園別予算及び校園別収支管理を継続します。 

③教職員に向けた財務情報の開示を進めます。（7.広報とリンク） 

4 教職員の育成 (1)「教職協働」の定着 

学園広報活動やリスク案件対応を通じて、教員と職員間の連携を強化します。 

(2)教員の組織的 FD活動 

①外部コンサルタントによる定期セミナーを継続し、教職員のレベルアップを図ります。 

②自己研鑽手当等を利用した外部研修受講支援を継続します。 

5 人事制度全般の見

直し・整備 

(1)教職員の定員管理 

①有期雇用教職員の業務範囲を見直し、活用できるポストを拡大します。 

②嘱託社員の処遇を見直し、募集チャネルや雇用形態を多様化することで、教職員の募集

力を強化します。 

(2)管理職の育成 

①各校園で次世代を担う管理職候補や lT リテラシーの高い人材育成に努めます。 

（3）給与体系の全般的な見直し 

育児時短勤務の見直しなど、労働基準法を遵守しつつ、年間を通じて教職員の効率的

かつ健全な働き方を追求します。 

高齢者再雇用制度の年齢延長を見据え、役職者定年制度の見直し等を検討します。 

6 組織・権限 (1)コンプライアンス・ガバナンスの強化 

①令和 7 年 4 月 1 日に施行される改正私学法に向けて、寄附行為の改正や内部統制シ

ステムの整備等の準備を進めます。 

②監事－内部監査－監査法人に加え、顧問弁護士や社会保険労務士、産業医との連携

を強化し、法務関連事案や労務管理上の課題に対し迅速に対応します。 

(2)内部統制、リスク管理機能の強化 

人事異動やOJT などにより、事務職員の多能化を進めます。 

②総務関連事務や資産管理のデジタル化、見える化を進めます。 

③内部監査担当と監事が連携のうえ、投資案件、リスク対応事案の監査を強化します。 

7 広報 (1)戦略的広報体制の確立・展開 

①全学広報委員会の運営をサポートし、全学広報担当と大学・短期大学広報課、広報担

当者間の情報交換により、各校園の連携を強化します。 

(2)情報公開 

①私学法や補助金助成基準を上回る基準で HP開示項目の拡大を図ります。 

②図表・グラフ等による開示内容の充実を図ります。 

③財務情報の教職員向け開示を進めます。（３.財務とリンク） 

8 施設整備・その他 (1)外部評価機関の活用 

①大学の外部認証評価、短期大学の自己点検評価に向けて、財務・ガバナンス部門の適
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Ｎｏ 施策種類 事業計画 

切な評価および改善に努めます。 

(2)施設の適切な管理 

①総合ホール 1階食堂のリニューアル設計施工を完了します。 

②小学校校舎のリニューアル工事の設計施工を進めます。 

③学園町キャンパス全域の配電設備の更新を進めます。 

④高等学校本館・東館の外壁・防水工事と温水プールのリニューアル工事を進めます。 

（以上、１.重点施策とリンク） 

⑤総合ホールと高校東館のトイレ改修を進めます。 

（3）危機管理と防災対策 

①大東市による道路拡張工事の本格化にともない、児童・園児・教職員の安全管理を徹底

します。 

（4）都市計画への対応 

①学園町中央の大東市道の買収に向け、埋設物の移設や撤去など可能な準備を計画的

に進めます。 

②駅前整備事業の進捗に併せ、学園町キャンパスの正門・東門・幼稚園南側の車寄せの

設計を進めます。（以上、１.重点施策とリンク） 

(5)キャンパスの総合整備 

①総合ホール 1階食堂のリニューアル設計と施工を完了します。 

②小学校校舎のリニューアル工事の設計施工を進めます。（以上、１.重点施策とリンク） 
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Shijonawate Gakuen 

大学                            
Ｎｏ 施策種類 2024 年度事業計画

１ 重点取組事項 （１）教育の質の向上 

①ｱｾｽﾒﾝﾄ･ﾎﾟﾘｼｰに従い各ﾚﾍﾞﾙの評価主体･時期に教育･学修成果を可視化･

分析し､三つのﾎﾟﾘｼｰ(ﾃﾞｨﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ､ｶﾘｷｭﾗﾑ･ﾎﾟﾘｼｰ､ｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝ･ﾎﾟﾘｼｰ)の達成

度を評価し､継続的に必要な教育改善を推進します｡ 

（２）募集活動の強化 

①総合型選抜､指定校推薦等年内入試に重点を置き､各学部の入学定員(ﾘﾊ 80､

看護 80)を確保します｡ 

②指定校の見直しと関係強化により､指定校推薦による入学者の増加に努めま

す｡ 

（３）学生支援 

①入学前及び初年次教育を通じて基礎学力向上､主体的学修習慣の醸成､教

養教育の充実を推進します｡ 

②ｱｾｽﾒﾝﾄﾃｽﾄ結果や各種分析等に基づき､継続的な学生支援体制の改善とと

もに､各学生の資質･学力に応じた個人指導を行います｡ 

③初年次から国家試験対策を意識した指導を徹底します｡ 

２ 教育内容・水準の充

実 

（１）学生満足度の高い教育の提供 

①ｱｾｽﾒﾝﾄ･ﾎﾟﾘｼｰに基づき､教育･学修成果を評価･分析し､学生満足度向上に

つながる改善をめざします。 

②ﾉｳﾊｳ共有化や内外の研修会への積極的参加や教員相互の授業参観等､

FD･SD 活動の充実により教職員の教育･指導ｽｷﾙの向上を図ります｡ 

③学生の学修進捗度に応じた教育や優れた能力を伸ばす教育の機会を提供

し､学生満足度を高めます｡ 

（２）自己ｱｾｽﾒﾝﾄ体制の確立 

①自己点検･自己評価委員会が主導し､内部質保証のための PDCA ｻｲｸﾙを有

効に機能させます｡ 

②2024 年 11 月受審予定の第三者認証評価で｢適合｣認定されるよう体制整備､

準備に努めます｡ 

（３）ICT を活用した教育環境の整備と効果的な教育手法導入を検討します｡ 

３ 教育・研究基盤の 

整備及び環境の充実 

（１）教育･研究環境の充実 

①科研費獲得や健康科学研究所研究支援資金の有効活用を推進します｡ 

②｢教育の質保証｣で求められる内容等を踏まえた､教育環境の整備に努めます｡

③実践教育ｾﾝﾀｰの機能を充実し､在学生及び卒業生の大学院進学等を積極的

に支援します｡ 

④東南ｱｼﾞｱ等の海外大学との交流を推進します｡ 

（２）実習施設の充実 

①新規実習施設開拓や実習指導員養成を推進します｡ 

②ｺｱの実習施設や実習指導員との連携を強化します｡  

(ﾘﾊ)臨床実習指導者会議､卒業生対象分科会他 

(看護)看護学に関する研究指導他 

③看護学部では臨床実習の実効性を高めるべく学内にあるｼﾐｭﾚｰｼｮﾝ機器等を

効果的に活用します｡

（３）卒業生ﾈｯﾄﾜｰｸの充実 

①卒業生の情報ﾃﾞｰﾀﾍﾞｰｽを構築します｡ 

②卒業生交流ｲﾍﾞﾝﾄの開催に積極的に取り組みます｡ 

③卒業生意見を教育の質の向上に活用できる仕組みを構築します｡ 

（４）専門書の新旧入れ替えやﾚｲｱｳﾄ等の変更による利便性向上により､図書館

利用率をｱｯﾌﾟします｡ 
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Shijonawate Gakuen 

Ｎｏ 施策種類 2024 年度事業計画

４ 社会貢献・文化活動

の推進 

（１）積極的な地域貢献 

①公開講座の充実による地域住民への貢献に努めます｡ 

②行政､地域企業､他大学等と連携し､住みやすい街づくりに貢献します｡ 

③障害者ｽﾎﾟｰﾂやﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ､あるいは老年看護学等の専門性を活かした助

言や活動を通して､社会貢献に積極的に取り組みます｡ 

５ 学生募集 (1) 重点エリア並びに高大連携高校をはじめとした重点指定高校に対し、各学

科・専攻の特性を踏まえたきめ細やかなアプローチのもと、オープンキャン

パスへの参加者の増強に努めます。 

＜PT＞意欲の高い学生の確保に注力します。 

＜OT＞職種の認知度向上に努めた活動に注力します。 

＜看護＞面倒見の良さ等、他大学との差別化に注力します。 

① 重点指定校のニーズを的確にとらえた高大接続強化により、指定校推薦入

学者を増やします。 

② 学園高校との連携を通して、医療分野の理解が深まる教育・広報活動等に

より内部進学者の増加に努めます。 

ＨＰや SNS 等の媒体を効果的に活用し、高校低学年生徒への本学知名度の浸

透を図ります。 

６ 進路対策・就職対策 ①ｷｬﾘｱｾﾝﾀｰの機能向上により､効果的な就職活動を支援します｡

②実践教育ｾﾝﾀｰを通じ､卒業生の転職･復職等を支援する人材ﾊﾞﾝｸ的機能を

めざします｡ 

７ 災害対策への取組 ｢危機管理ﾏﾆｭｱﾙ｣に基づき､防災訓練の実施等により､緊急災害時の対応力の

向上に努めます｡ 

８ その他 （１）事務品質の向上 

ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ遵守を土台とし､多能化や業務の効率化を進め､ﾘｽｸ管理を強化しま

す｡ 

①円滑な学生対応に向け､事務品質を維持･向上します｡ 

②外部研修会への積極的な参加により知識を向上､事務ﾌﾟﾛｾｽを改善します｡ 

③業務ﾐｽ､ﾄﾗﾌﾞﾙ､ﾋﾔﾘﾊｯﾄを迅速に報告､問題点･対応策を共有し､ﾘｽｸ意識を強

化します｡ 

（２）学生支援ｾﾝﾀｰの活性化により教育ｻｰﾋﾞｽの向上 

①大学･短期大学の共通ﾌﾟﾗｯﾄﾎｰﾑ化を推進します｡ 

②各事務室業務とのｾｸﾞﾒﾝﾄ化を図り､事務の効率化を推進します｡ 
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    Shijonawate Gakuen            

短期大学                    
Ｎｏ 施策種類 事業計画 

1 重点取組事項 (1) 収容定員の充足  

重点ｴﾘｱ･指定校への効果的な活動により､募集定員 180 名(保育 100 名､ﾗｲﾌ 80 名)の

入学者の確保に努めます。 

一方、少子化の影響により環境が急激に変化しており、文部科学省は教育の質の向上、適

切な運営体制を求めていることから、近隣他学の収容定員状況等を踏まえ、適正な収容定

員等について検討していきます。 

(2) 教育の質の向上 

短期大学における3つのﾎﾟﾘｼｰ(ﾃﾞィﾌﾟﾛﾏ･ﾎﾟﾘｼｰ､ｶﾘｷｭﾗﾑ･ﾎﾟﾘｼｰ､ｱﾄﾞﾐｯｼｮﾝ･ﾎﾟﾘｼｰ)に基づ

き､ｱｾｽﾒﾝﾄﾎﾟﾘｼｰに従って学修成果の達成状況を評価し､教育の質の向上に努めるととも

に､早い段階から就職活動のｻﾎﾟｰﾄに努めます｡ 

就職･進学支援を目的に､各種資格検定試験等へのｻﾎﾟｰﾄ体制の充実に努めます｡ 

(3) 学生支援 

学生の学びの状況等把握に努め､親身な生活･学習面のｻﾎﾟｰﾄ､保護者との密な連携等によ

り､休学･退学の可能性がある学生に対し丁寧な対応に努めます｡ 

2 教育内容･水準の充

実 

(1)共通 

学生の学修機会の確保を図り､質の向上を目指します｡ 

① ｢課題発見･対応能力｣を高めるため､ｱｸﾃｨﾌﾞﾗｰニﾝｸﾞ等の教育ﾂｰﾙを積極的に活用し 

ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力の向上に努めます｡また､必要な教養･知識を備え､主体的行動がで

きる人材を育成します｡ 

②学生の満足度が高く､質の高い教育を提供します｡ 

ァ.新入生全員に｢入学に至る意識調査｣を実施し､学習意欲や短期大学への期待を把握

し､入学直後の指導を充実します｡ 

ィ.到達目標達成評価表(ﾙｰﾌﾞﾘｯｸ評価法)により､運用や評価方法等､評価者の理解力を

高め､ｶﾘｷｭﾗﾑの改善について検討します｡ 

ゥ.｢授業評価ｱﾝｹｰﾄ｣や教員相互による｢公開授業参観｣の実施､結果を踏まえ､｢授業の

質の向上｣を図ります｡  

ェ.「ＩＣＴの活用」、「生成ＡＩの活用」の可能性について検討を進める。 

(2)保育学科 

①ﾋﾟｱﾉ等のﾏﾝﾂｰﾏﾝ指導による｢音楽教育｣､幼児を魅了する感性を磨く｢美術教育｣等の魅

力ある教育を目指し､競合他校との差別化を図ります｡ 

②｢指定園｣の見直し､取組み強化を検討します｡実習先との意見･情報交換の機会を増や

し､事前･事後学習の内容を改善に努め､実習内容の一層の充実を図ります｡ 

(3)ﾗｲﾌﾃﾞｻﾞｲﾝ総合学科 

現実社会に対応し生き抜く力を育成します｡社会や学生のﾆｰｽﾞを的確にとらえ､授業内容を

工夫し､各学生が｢自分の適性｣に気づく教育を行います｡また､各ｽｷﾙと就職先･ｷｬﾘｱﾊﾟｽ

の関連を具体的に例示し､主体的にﾗｲﾌﾃﾞｻﾞｲﾝ(人生設計)を描く能力を高めます｡ 
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Ｎｏ 施策種類 事業計画 

3 教育･研究基盤およ

び環境の充実 

(1)教育提携の在り方について､社会情勢や学生ﾆｰｽﾞを踏まえ､学びやすい環境について検

討します｡ 

(2)教育に関する最新情報の提供や職場での悩みに対する助言を通して､地域と協働の研

究基盤の整備､検討に努めます｡ 

･大東市･四條畷市･門真市の各種委員会への派遣により､情報交換に努めます｡ 

･大東市､四條畷市との連携事業を通し実践･研究の質を高めます｡ 

(3）｢なわてﾄﾞﾘﾙ(e-ﾗｰﾆﾝｸﾞ)｣の活用を推進し､基礎学力の向上に努めます｡基礎学力と SPl

能力の連動性や対象科目の変更等を検討し､充実に努めます｡ 

(4）lCT の活用の 1つとして｢eBook｣による図書館機能の充実､活用､利用を推進します｡ 

(5)科研費取得目標を 300 万円とします｡ 

4 社会貢献･文化活動

の推進 

(1)地域住民および企業のﾆｰｽﾞ等実態把握に努め､求められる｢ﾘｶﾚﾝﾄ教育｣について検討

し､地域に貢献します｡ 

社会人ﾘﾌﾚｯｼｭ教育講座の新規講座の開講に向けて地域ﾆｰｽﾞの把握に努め､参加者の増

強を目指します｡ 

(2)地域･大学と連携し､教育活動や各種ﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動を通して地域との接点を強化しま

す｡ 

5 学生募集 (1)重点ｴﾘｱならびに高大連携高校をはじめとした重点指定高校へのきめ細やかなｱﾌﾟﾛｰﾁ

のもと､模擬・体験授業等の対応強化を図り､効果的な募集活動を行うことで､ｵｰﾌﾟﾝｷｬﾝﾊﾟｽ

への参加者増強に努めます｡また､受験しやすい入試選択等､魅力ある入試制度の周知に

努めます｡ 

(2)広報媒体の多様化ならびに高校教員との接点強化により､短大の魅力を伝えるべく､ﾀｰｹﾞ

ｯﾄ層への発信力(わかりやすさ･見やすさ等)の強化､改善に努めます｡ 

(3）学校見学会･出前授業や短大生の実体験紹介を増やす等､学生の顔が見えるｵｰﾌﾟﾝｷｬ

ﾝﾊﾟｽに変革します｡ 

6 内部進学 (1）学園高校向け説明会等で､学びと将来の就職先が具体的にｲﾒｰｼﾞできるよう探求の学習

等の内容や開催方法を工夫し､本学に対する理解を深めます｡ 

（2）高校･短大を通じて継続的に挨拶やﾏﾅｰ等の基本を教育する仕組み(情報交換､定期

的な協議会)をとおし､｢社会適応力｣を高めます｡  

7 進路対策･就職対策 (1)各種業界等が主催する｢就職ﾌｪｱ｣等への積極的参加を促し､ｻﾎﾟｰﾄに努めます｡また､就

職先の求人状況等実態把握に努め､新たな就職先の開拓に努めます｡ 

(2)大学進学(編入)希望者の個別相談に応じ､適確な支援を行い､就職以外の選択肢をｱﾋﾟ

ｰﾙします｡ 

(3)卒業生のﾈｯﾄﾜｰｸを活用した懇談会等による卒業生と学生相互間の交流の機会を増や

し､学生の就職意欲の高まりや就職先の開拓に繋げます｡また､学生の就職活動に係る保護

者説明会を開催します｡ 

(4)｢公務員対策講座｣の実施方法･内容を工夫し､参加者･出席率を向上させ､公務員志望･

適性のある学生を支援します｡ 
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Ｎｏ 施策種類 事業計画 

8 災害対策への取組 (1)｢危機管理ﾏﾆｭｱﾙ｣に基づき､防災訓練を実施する等的確な災害対策、対応ができる体

制の確立を目指します。 

9 その他 

施策種類 

(1)事務品質の向上 

ｺﾝﾌﾟﾗｲｱﾝｽ遵守を土台とし､多能化や業務の効率化を進めるとともに､ﾘｽｸ管理を強化しま

す｡ 

･円滑な学生対応に向け､事務品質の維持･向上に努めます｡ 

･外部研修会への積極的な参加により知識の向上､事務ﾌﾟﾛｾｽの改善に繋げます｡ 

･業務ﾐｽやﾄﾗﾌﾞﾙ､ﾋﾔﾘﾊｯﾄを迅速に報告､問題点や対応策を教職員が共有し､ﾘｽｸに係

る意識の強化､定着に努めます｡ 

(2)学生支援ｾﾝﾀｰの活性化により､教育ｻｰﾋﾞｽの向上を目指します｡ 

･大学･短期大学の共通ﾌﾟﾗｯﾄﾎｰﾑ化の推進を図ります｡ 

･各事務室業務とのｾｸﾞﾒﾝﾄ化を図り､事務効率化を推進します｡ 
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高等学校              

中期的目標 今年度の重点目標 具体的な取組 評価指標 

1.建学の精

神と教育理

念に基づく

学 校 経 営

計 画 及 び

教育計 画

の策定・実

践 

(1)理念・方針にも

とづく教育計画の

再構築 

年度の初めに、各学年・ｺｰｽ・各校務分掌

で、教育理念・教育方針を踏まえた指導目標・

教育活動計画を策定し、その目標の実現に努

めます。 

目標や計画の重要性

から教員の自己評価平

均 4.0 以上を目指しま

す。(R5 年度 3.77)

(2)教職員の資質

向上と学校運営体

制を改善・整備 

本校の特徴を前面に打ち出し、新学習指導

要領に沿った取り組みを実践していきます。 

②教員の「授業力」向上のため、教務部と委員

会が中心に、研修・会議・公開授業を活用し、

教育課題や指導方法について話し合い有効な

実践につなげます。 

③より良い教育実践のために、教員間のｺﾐｭﾆ

ｹｰｼｮﾝや連携を図ります。 

①～③の自己評価は、

全て 4.0 以上を目指し

ます。 

(R5 年度①3.85②3.93

③3.33)③においては

報連相に加え、横の連

携を図ります。

2.高校生に

求められる

学 力 及 び

態度・諸能

力の基盤の

養成 

(1)主体的・対話的

で深い学び（AL 授

業）の実践 

基本的な知識・技能の習得のために分かり

やすい授業改善に取り組み、内部での授業公

開を定例化します。 

②思考力・判断力・表現力の養成のための授

業改善を行います。 

③課題発見能力と課題解決能力を養うための

授業を実践します。 

①～③の自己評価は、

全て 4.0 以上を目指し

ます。 

(R5 年度①3.98②3.95 

③3.75)

(2)集団・社会に貢

献できる態度・実

行力 

基本的な生活習慣・態度・ﾏﾅｰを身につける

ための指導をしっかり行います。 

②学級活動や行事を通して、協働や責任感な

どの社会性を身につける指導を行います。 

①･②の自己評価は、全

て 4.0 以上を目指しま

す。 

(R5 年度①3.6②3.75) 

(3)部活動を通して

心身の鍛錬 

短い活動時間で集中し、技術や精神力など

自らの心身を主体的に鍛える指導を実践しま

す。 

②協調性や行動力など社会性を身につけるよ

うﾁｰﾑﾜｰｸを重視した指導を行います。 

①・②の自己評価は、総

合的に 4.0 以上を目指

します。 

(R5 年度①･②3.88)

(4)市民性を育む

教育 

18 歳成人を見すえて、選挙権など含め市民

性・主権者意識を育む教育を実践します。 

②よりよい地域を目指したﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ活動等の

集団的、体験的な活動並びに地域活動への参

加を推奨し、実践的学習を推進します。 

①･②の自己評価は、全

て 4.0 以上を目指しま

す。 

(R5 年度①3.15②3.42) 

①は教育のあらゆる場

面での指導に努めま

す。
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中期的目標 今年度の重点目標 具体的な取組 評価指標 

(5)国際的資質を

育む教育 

海外からの研修生・留学生を受入れ、また、

本校から研修生・留学生を派遣し、これからの

社会で必要な国際感覚を育てます。 

自己評価は、4.0 以上

を目指します。 

(R5 年度 3.75)

3. 人として

の在り方 ・

生き方を考

え、他者と

共により良く

生きていく

ための人権

意 識 の 育

成 

(1)自己・他者が共

により良く生きようと

する態度 

学年別にﾃｰﾏを決め、多様な人権問題への

適切な理解と態度を身につける学習を実施し

ます。 

②学級生活や活動を通して、多様な価値観を

認め合い、仲間と共に調和して生活しようとする

態度を養います。 

③いじめｱﾝｹｰﾄを学期ごとに実施し、普段から

生徒の日々の様子をしっかり観察することで、

個人に応じたきめ細やかな指導を行います。 

①・②の自己評価は、全

て 4.0 以上を目指しま

す。 

(R5 年度①3.78②3.75) 

③の自己評価は、4.2 以

上を目指します。 

(R5 年度③4.02)いじめ

の早期発見と対応に一

層努めます

(2)一人ひとりのﾆｰ

ｽﾞに応じた指導 

様々な課題を抱える生徒一人ひとりをしっか

り理解し、丁寧に対応し支援を行います。 

②生徒のﾆｰｽﾞを把握し教職員が連携し、ﾁｰﾑ

として特別支援教育を実施します。 

①･②の自己評価は、全

て 4.0 以上を目指しま

す。 

(R5 年度①3.98②3.63)

4.進路目標

の実現に向

けて、未来

を切り拓くｷ

ｬﾘｱ教育・

進路指導 

(1)未来の目標を

実現する能力 

生徒が自分の興味・関心・得意を知り進路

目標を考える進路指導を行います。 

②職業に対する関心・意欲を高める体験的学

習を実施し、ｷｬﾘｱ教育を推進します。 

①･②の自己評価は、全

て 4.2 以上を目指しま

す。 

(R5 年度①3.95②3.92)

(2)生徒の目標を

実現させる進路相

談・支援 

進学や就職にかかわる進路情報を提供し、

丁寧で個性に応じた相談や助言を行います。 

②生徒のﾆｰｽﾞに対応した放課後・休業中の講

習を実施します。 

①･②の自己評価は、全

て 4.0 以上を目指しま

す。 

(R5 年度①3.98②3.35)

5.安心・安

全な社会を

築くための

態度と行動

力の養成 

(1)防災・減災に向

けた防災教育・訓

練を実施 

ﾏﾆｭｱﾙに沿った避難訓練や地震・津波・火

災等、防災・減災に向けた防災訓練を実施しま

す。 

②自然災害に対する科学的理解を深め、防災

意識を高める学習を実施します。 

①･②の自己評価は、全

て 4.0 以上を目指しま

す。 

(R5 年度①3.77②3.45)

訓練のみならず、科学

的理解を深めるよう努

めます。

6.内部進学

の強化 

(1)中高連携の強

化 

中高連絡会議の内容の充実と、高校での教

育内容の魅力をしっかりと中学生・保護者に提

供します。 

②本学園中学生への進学相談において、親

切・丁寧な対応をします。 

③全ｺｰｽの教育内容を学園中学生に公開およ

･②･③を実施するこ

とで、当学園中学校か

ら専願第一希望者、30

名以上を目指します。

(令和 5年 12月 21 名) 
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中期的目標 今年度の重点目標 具体的な取組 評価指標 

び説明することで、興味関心を深めます。 

(2)高短連携の強

化 

高短合同会議、高短連絡会を通して、高短

の連携を密にします。 

②本学園短大の就職と編入学の状況について

説明会を実施します。また、内部進学した先輩

が社会人として活躍している様子を高校生に紹

介し、内部進学の利点をｱﾋﾟｰﾙします。 

③本学園短大生の資格取得状況を伝えること

で、就職に結びつけた進学指導を行います。 

･②･③を実施するこ

とで、当学園短大への

内部選抜 A 日程の受験

者、40 名以上を目指し

ます。 

(令和 5年度 32名)  

(3)高大連携の強

化 

高大連絡会議をさらに充実します。 

②ﾘﾊﾋﾞﾘﾃｰｼｮﾝ学部・看護学部の志願者増加

に向けた魅力ある説明会・体験授業等を実施

します。 

③本学園大学の内部進学事前相談会を行うこ

とで、内部進学者の増加につなげます。また、

大学の体験授業を実施することで、それぞれの

学部への理解を深めます。 

･②･③を実施するこ

とで、大学への内部選

抜の受験者、15 名以上

を目指します。 

(令和 5年度 11名) 

7. 生徒募

集 対 策 の

強化 

(1)募集・広報体制

の整備 

①募集広報部と専従者が連携し、広報活動を

より強化します。 

②募集活動を効率よく行うために、統計的結果

を基にして、計画を策定します。また、教職員

が情報共有できるための研修を実施します。 

③活動予算の立案と効果的な企画を検討して

いきます。

〇広報活動による情報

提供の自己評価は、4.6

以上を目指します。 

(R5 年度 4.42) 

(2)募集・広報戦略

の改善 

①募集方法や手段・時期の設定として、web広

告を有効的に活用し、より効果的な広報活動を

します。 

②活動対象に応じた戦略として、教育活動を

tiktok などの SNS 動画で閲覧できるように、生

徒目線で編集することで広報していきます。 

③教育活動内容やﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑの情報を幅広く提

供するための工夫として HP･パンフレット・リーフ

レットの充実を図ります。また HP では、さまざま

な教育活動の動画を作成し、活動様子や戦績

などを積極的に発信します。 

(3)教育の特色の

明確化 

①各ｺｰｽの特色と実績を明確にするために、そ

れぞれの生徒に合った進路選択ができるように

①～④の自己評価は、

総合的に 4.3 以上を目
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       Shijonawate Gakuen            

中期的目標 今年度の重点目標 具体的な取組 評価指標 

努めます。 

②教育活動の充実と生徒の成長を図るため

に、生徒にわかりやすい授業の提供と学期に 1

回の授業評価ｱﾝｹｰﾄを実施します。 

③教育理念に即した人を育てる教育の実践と

して、「実行から学べ」をﾃｰﾏに生徒が参加し楽

しめる企画を検討します。 

④特技を有する入学生が増加する対策を引き

続き行っていきます。

指します。 

(R5 年度 4.13) 
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中学校         
【学校全体】 

中期的目標 今年度の重点目標 具体的な取組 評価指標 

1. 建学の

精神基づく

教 育 の 実

践と私学と

しての独自

性 

(1) 私学の独自性 職員研修などを通じて、建学の精神・教育理

念などを理解・実践します。 

②入学式・卒業式・全体集会などを通じて、建

学の精神・教育理念について生徒に話をし、理

解に努めます。 

③教育方針｢個性の尊重｣ ｢実行から学べ｣｢明

朗と自主｣ ｢礼儀と品性｣ に沿って､学校行事

も含めあらゆる教育活動を通して､人格形成を

図ります｡ 

教員による建学の精

神・教育理念の理解・実

践目標を 4.3 以上としま

す。 

（令和 5年度教員 4.4） 

②諸式を通じて校長講話

の中で、建学の精神・教

育理念等をわかりやすく

説明します。 

（令和 5年度保護者 4.1

生徒 3.9） 

③宿泊行事や社会見学

など多彩な行事を通じて

教育方針に基づいた活

動を実践します｡ 

(令和５年度生徒 4.3) 

②③の目標は 4.2 以上と

します。 

(2) 生徒のニーズ

に対応した教育活

動 

授業評価を検証し、改善点を見出し、生徒

にとってよりよい指導を行います。 

②発展探究クラスは、「総合的な探究学習（G-

pro）」を授業に取り入れ、探究活動を通じて協

働し自ら発信する力を養い、将来の進路を自ら

実現させます。 

③ 発展文理クラスは、学年での探究活動に

加え、日々の確認テストやハイレベルな目標設

定を通じて、主体的に応用的な内容まで学ば

せ、よりハイレベルな進路実現のニーズに対応

します。 

発展探究・発展文理の２

つのクラス編成により、新

しい教育活動を行いま

す。 

新カリキュラムへの移行

が完了しました。より充実

したカリキュラムとなるよう

PDCA を繰り返し、発展さ

せます。 

生徒がそれぞれのカリキ

ュラムに従い、活動を実

践し、理解できるように努

めます。（令和５年度生

徒 4.1 保護者 4.0） 

それぞれの目標値を 4.2

以上とします。 
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中期的目標 今年度の重点目標 具体的な取組 評価指標 

(3)進路指導 生徒が､自ら夢に向かう進路実現ができるよ

うに、また、主体的により良い進路選択ができる

よう､進路情報を提供するため､３年時２回の進

路ｶﾞｲﾀﾞﾝｽを行います｡ 

加えて、各担任による個別対応もしっかりと実

践します。 

②自分の進路について主体的にまた積極的に

考え、そのための進路を選択できる力を育みま

す。 

③個々の生徒に応じた目標を実現させるよう､３

年の 1 学期より希望調査をとり､生徒・保護者と

の面談を大切にしながら進路相談や進路支援

を行います｡ 

 生徒の将来を見据

え､探究活動を通じて自

己発見や進路情報の提

供を行います｡ 

(令和５年度教員 4.5) 

目標は4.2以上とします。 

② 探究活動を通じて、

自己肯定感を高め、自ら

考え、進路選択できる力

を養成します。 

③ 個々の生徒に応じた

目標を実現させるよう､進

路相談や進路支援を行

ないます。（令和５年度は

生徒 4.1・保護者 3.8・教

員 4.3） 

4.2 以上を目標とします。 

【学習指導・人権教育】 

中期的目標 今年度の重点目標 具体的な取組 評価指標 

1. 学習面

における、

きめ細かい

指 導 の 実

践と確かな

学 力 の 育

成 

(1)教科指導 各教科、ｼﾗﾊﾞｽに沿って指導し、グループ学

習を取り入れ、「主体的・対話的で深い学び」の

実現に向け、授業改善に取り組みます｡ 

②lCT機器（タブレット）を積極的に利用し、分か

りやすい授業を目指し、創意工夫を行います｡ 

教員によるｼﾗﾊﾞｽに沿

った指導、グループ学習

や AL を取り入れ、より一

層内容定着の充実を図り

ます。目標を 4.2 以上に

します｡ 

(令和 5年度 教員 4.1) 

②教員による授業への創

意工夫を行い､すべての

活動や教科等でＩＣＴ機器

の有効活用を通じ、分か

りやすい授業の展開の目

標値を 4.3 以上にしま

す。 

（令和 5年度教員 4.3） 

- 19 -



       Shijonawate Gakuen            

中期的目標 今年度の重点目標 具体的な取組 評価指標 

③学力の向上と定着をめざすため､早朝学習･

放課後学習（自習室活動）･休暇中の講習を実

施します｡ 

④自らの課題に向けて考え、協働し、自己肯定

感を高め、学習意欲を高めるために探究活動

を実施します。 

生徒・保護者による「lCT

機器の利用など授業は

分かりやすいか」には (令

和 5年度 生徒 4.2 保

護者 3.9)とまだ開きがあ

りました。 

両者の目標値を 4.2 以

上に設定します｡ 

③教員による生徒の学力

向上･学習の遅れている

生徒の支援を個々の生

徒の実態に合わせて行

なっています｡ 

（令和 5年度教員 3.7）と 

評価が低いです。 

教員による生徒の学力向

上への取り組みは、(令和

5年度 生徒 4.2 保護

者 3.9 教員 4.2)で、 

保護者と生徒で開きがあ

ります。 

4.2 以上を目標とします。 

④探究活動を通じて、生

徒が「主体的・対話的で

深い学び」を実現し、

様々なことに興味・関心

が持て、意欲を得るように

なることを目標とします。 

2.  人権を

尊重する学

校づくり 

(1) 人権教育 「心のバリアフリー」の観点から、障がい者理

解を深めつつ、人権感覚を持ち、相手の立場

になって行動できるよう､日々の学校生活すべ

ての活動を通して人権教育を行います｡ 

教員は周囲の人を尊

重し､よりよい人間関係を

築いていく態度を養う教

育を実践します。 

（令和5年度教員4.5）で

あり、引き続き 4.3 以上を

目標とします。 
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中期的目標 今年度の重点目標 具体的な取組 評価指標 

②いじめ等の予防、早期発見のため各学年､日

直面談を行い､学期ごとに｢仲間づくりｱﾝｹｰﾄ｣を

実施し､クラスの現状を把握し、人権意識を育

てます｡ 

③障がい者と外国人差別について(1 年)､身分

差別と平和学習(2年)､総まとめと進路について

(3 年)と学年毎にﾃｰﾏを決め人権教育を行いま

す｡ 

④12 月の人権週間には中学校行事として､人

権講演会を実施します｡ 

②生徒･保護者による教

員の｢いじめ｣の対応は適

切かについては、 (令和

5年度 生徒 4.0 保護者

3.8)とまだ保護者の評価

が低い。 

目標は 4.0 以上とします｡ 

③教員は人権に係わる

様々な問題に関心を持

ち､人権意識を高める教

育を実践します｡(令和 5

年度教員 4.2) 

4.2 以上を目標とします。 

④人権講演会や道徳的

な行事については(令和5

年度 生徒 4.2 保護者

3.9 教員 4.1) で満足度

はやや低下しています。

ていねいな人権教育を継

続し、目標を 4.2以上とし

ます｡ 

【学校生活】 

中期的目標 今年度の重点目標 具体的な取組 評価指標 

1. 基本的

な 生 活 習

慣の確立と

安全で安心

な学校づく

り、および生

徒支援を通

じた豊かな

人格形成 

(1)生活指導 個別の問題行動の対応にとどまることなく、

基本的な生活習慣と規律ある態度を養う指導

を行い､集団生活において社会性を身につけさ

せます｡  

また、生徒にとって過ごしやすい生活環境であ

るために規則の改訂にも継続的に取り組みま

す。 

教員による､規則を守

らせる指導･挨拶･礼儀を

重んじるは (令和 5年度

4.0)で向上が必要です。

目標は 4.2 以上としま

す。 

生徒･保護者による教員

の規則を守らせる指導 

(令和 5年度 生徒 4.2

保護者 4.0)と安定してい

ます｡引き続き 4.2 以上

を目標とします。 
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中期的目標 今年度の重点目標 具体的な取組 評価指標 

②重点を置いた指導として､生徒指導部が中心

となり､乗車マナーの啓発や挨拶運動を実施し

ます｡ 

②(令和 5年度生徒 3.9 

保護者 3.8 教員 4.1)とよ

り努力が必要です。 

生徒会を中心に積極的

に挨拶運動を行い､学校

月間目標により､さらに啓

発を行います｡目標値を

4.0 以上とします。 

(2)危機管理と情

報公開 

教職員は生徒の安全が何よりも大切であると

いう認識を持ち､危機管理ﾏﾆｭｱﾙを作成し､安

全･安心な学校をめざします｡また、災害に備え

て備蓄品を整えます。 

②情報モラル講演会などにより、スマートフォ

ン・タブレットなどの情報機器の正しい使用法を

習得させます。 

特にSNS、写真撮影等個人情報の公開の危険

性、人権面での指導に力点を置きます。 

③学校ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの公開掲示板等で可能な範

囲の教育活動や情報の公開を行います｡ 

安心･安全な学校を目

指すことに関して､危機管

理ﾏﾆｭｱﾙの整備 

(令和 5 年度教員 4.2)､

緊急時の警察､消防との

連携･訓練等の学校安全

対策(令和 5 年度教員

4.3)  

どちらも高評価です。 

4.2 以上の目標とします。 

②情報機器の正しい使い

方では（令和 5 年度 生

徒 4.1 保護者 3.7 教員

4.3）と保護者が生徒に対

する信頼がまだ低いよう

です。4.0 以上を目標とし

ます。 

③情報公開については､

努力により保護者の満足

度が向上しつつあります。 

(令和 5 年度  生徒 4.4

保護者 4.1)     

よりわかりやすい方法を

模索し、4.2以上を目標と

します｡ 

(3) 学校行事や部

活動 

①社会性や協調性の育成のため､部活動を奨

励します｡ 

① 部活動への参加を奨 

励します｡ 

(令和 5 年度 生徒 4.2 

保護者 3.9)です。 
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中期的目標 今年度の重点目標 具体的な取組 評価指標 

②情操面を豊かに育てるため､宿泊研修､校外

学習､視聴覚行事、ｵﾘｴﾝﾃｰﾘﾝｸﾞなど多彩な行

事を充実させます｡ 

文化祭、体育会では生徒会を中心に、自主的

に活動する姿勢を育てる機会にします。 

③全クラスでさまざまな行事と探究活動を結び

つけ、発展探究クラスでは「探究（G-pro）」授業

を充実させます。 

4.1 以上を目指します。 

② 多彩な行事の中で､ 

協調性を持ちながら主体

的に考え、行動できる生

徒を育てます｡ 

(令和 5 年度 生徒 4.3 

保護者 4.3) 

通常の学校生活に戻り、

評価は上昇傾向です。 

4.2 以上を目標とします。 

③ 主体的に活動し、協 

働し、表現できる生徒を

育てます。 

(4) 課題を抱える

生徒への支援 

生徒が抱えている問題に対して､きめ細かい

相談･指導を行います｡ 

担当を中心に主任、クラブ顧問など多くの教員

で情報を共有し、対応します。 

②問題解決の部署として lCP(臨床心理研究

所)の存在の明確化をするとともに､生徒相談係

を中心に相談しやすい環境づくりに努めます｡ 

担任は日直面談等き

め細かい支援を行なって

います。 

(令和 5 年度教員 4.2) 

引き続き、目標は4.2 とし

ます。 

②面談等の満足度は、ま

だ低いです｡  

(令和 5 年度 生徒 3.9 

保護者 3.8)  

4.0 以上を目標とします｡ 

【社会貢献】 

中期的目標 今年度の重点目標 具体的な取組 評価指標 

1. 保護者･

同窓会･後

援会との連

携と社会貢

献 

(1) 保護者･同窓

会･後援会との連

携推進 

地域の社会活動へ

の協力 

保護者と協力し PTA活動を活発にするととも

に､保護者･同窓会･後援会との連携し､文化祭･

体育会などの活動を支援します｡ 

②生徒会活動を通して復興支援やﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ

活動等で地域に協力します｡ 

保護者から見る PTA

活動は通常の教育活動

に戻りましたが、(令和 5

年度 保護者 3.8)とまだ

低いです。目標値4.0 以

上になるよう活動を支援

します。 

②生徒から見る生徒会

活動は(令和５年度 生徒

3.7) とまだ低いです。 

活性化に向け、目標値を
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中期的目標 今年度の重点目標 具体的な取組 評価指標 

4.0 以上とします｡ 

【生徒募集】 

中期的目標 今年度の重点目標 具体的な取組 評価指標 

1. 生徒募

集対策 

(1)学外説明会の

充実による受験者

確保 

生徒による学校紹介、ｸﾗﾌﾞ紹介や個別説明

会、ﾌﾟﾚﾃｽﾄを実施します｡また、発展探究・発

展文理クラスの活動を紹介し、より一層の理解

と共感を得るように工夫します。 

中高広報サポート室開

設２期目となります。１年

目の取り組みに対し、しっ

かりと検証し、各主要説

明会への参加者数の前

年度比増加のため、動員

を導くためのオープンスク

ールのあり方を模索し、わ

かりやすい、温かみのある

丁寧な受験生・保護者と

の関係構築を目指しま

す。受験者数を増やし、

入学者数 160名以上の

獲得を目標とします。 

(2)小中連絡会等

による内部小学校

との連携充実 

内部進学者数の

増加努力 

中学校紹介･進路相談ｺｰﾅｰなどを設置し､公

開授業・体験授業などへの児童の参加を勧め

ます｡ 

本校探究活動のあり方を理解してもらうよう努

力します。 

②小中の系統的な学習が重要であることを自

覚し、小学校・中学校それぞれの教員の専門

性を融合させ、質の向上に努力します。私学に

おける 9 カ年小中連携のカリキュラムや実践方

法を協議し、組織的・計画的な取り組みを模索

します。 

内部小学校との連携を

深め、内部進学者を在籍

者数の 70％以上を目標

とします｡また、将来に向

け、小中連動のあり方を

模索します。 

(3)中高連絡会等

による内部高等学

校との連携充実 

①各教員が内部高等学校の教育内容を十分

に理解するように努力します｡ 

① 高校の積極的な紹 

介、個別ブース等で理解

を深め、学内進学は、在

籍者数の 20％以上を目

標とします｡ 

(4)高校進学実績

の強化 

①生徒が自主的・主体的に選択できる、他私

立学校にない進路指導を実現します。 

多彩な高校への進路実績により、募集力向上

① きめ細やかな個別指 

導や学習活動はもちろん

のこと、特待生制度に加
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中期的目標 今年度の重点目標 具体的な取組 評価指標 

に努めます。 え、今年度より導入の 

特待チャレンジ入試制度

により、優秀な生徒を獲

得による相乗効果により、

全体の進路実績強化を

目指します。 

(5) ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの

充実 

①HP や SNS などを通じて、受験生・保護者に

学園の魅力をわかりやすく伝えます｡ 

① 本学の教育の特長を 

説明する等ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞを

充実させます｡ 

また､常にSNS等による最

新の情報発信を実施しま

す。 
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小学校              

中期的目標 今年度の重点目標 具体的な取組 評価指標 

1.建学の精

神を土台と

した私学の

独自性 

建学の精神の理解

と実践と教育計画

の構築 

職員研修などを通して、建学の精神・教育

理念や方針を理解し、実践します。 

②小学校教育指針に基づく教育計画の構築

し、実践します。 

教育方針の具体化に関

する教員自己評価 4.6 以

上を目指します。（令和 5

年度 4.5） 

②年間教育計画に関する

教員自己評価 4.4 以上を

目指します。（令和 5 年度

4.3） 

2.基礎学力

の徹底と学

園小独 自

のｶﾘｷｭﾗﾑ

づくり 

(1)基礎学力の徹

底 

一人ひとりの興味関心を大切にし、学習に自

信を持たせるように配慮し、意欲的態度や実

行力を養いながら基礎学力の徹底を図りま

す。 

保護者アンケート「基礎学

力向上を目指して努力して

いる」の評価を 4.3 以上に

向上します。（令和 5 年度

4.2） 

学力向上に関する教員自

己評価4.6以上を目指しま

す。（令和 5年度 4.5） 

(2)独自のｶﾘｷｭﾗ

ﾑづくり 

指導要領の内容に加えて、学園小独自に

開発・改良を加えた学習を組み合わせて、よ

り子どもたちがわかりやすい授業を実践しま

す。 

②英語教育の充実・lCT機器を用いた各教科

の効果ある授業の実践を目指します。 

③児童自身が考え、提案し、自発的に運営し

ていけるクラブ的な活動（Enjoy 活動）をさらに

精選し、構築していきます。 

保護者、児童アンケート

のうち、「教え方は工夫され

ている」の評価を保護者

4.4 以上、児童 4.5 以上に

向上します。 

②③わかりやすい授業の

実践に関する教員自己評

価 4.6 以上を目指します。

（令和 5年度 4.5） 

(3)教員の指導力

向上 

①教員の指導力向上を目指し、研修を計画

するとともに、定期的に学習内容を公開し、教

育関係者の意見を参考に教育内容を精選、

改善します。 

②外部研修への参加や個人研究・研修の支

援制度をつかい、教員の指導力向上を目指

します。 

①計画的な教員研修に関

する教員自己評価 4.5 以

上を目指します。（令和 5

年度 4.4） 

②外部研修への参加や個

人研究・研修に関する教員

自己評価 4.0 以上を目指

します。（令和 5年度 3.5） 

3.自律の意

識を育むた

(1)基本的生活習

慣の育成 

「何を」「どの機会に」しつけるかを熟慮し、

規範を示すことにより、生涯にわたる自律の意

礼儀を重んじる態度に関

する教員自己評価 4.4 以
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中期的目標 今年度の重点目標 具体的な取組 評価指標 

めの基本的

生活習 慣

の育成 

識を育む指導を行います。 

②意識的に縦割り集団を組織したり、ｸﾞﾙｰﾌﾟ

活動を取り入れたりして「みんなでいっしょに」

「高学年を敬う」「低学年を育む」を常に考え

させることで、自律の意識を育みます。 

上を目指します。（令和 5

年度 4.2） 

②保護者アンケート「子ども

の主体性・自主性は育む

環境が整っている」の評価

を保護者4.6以上に向上し

ます。（令和 5年度 4.5） 

主体性重視に関する教員

自己評価 4.5 以上を目指

します。（令和 5年度 4.4） 

(2)規律遵守の向

上 

規律遵守の意識ﾚﾍﾞﾙの向上を図ります。 児童・保護者アンケート「き

まりやマナーの指導に力を

入れている」の評価を児童

4.6保護者4.3以上に向上

します。（令和 5 年度児童

4.5 保護者 4.2） 

規則を守る態度に関する

教員自己評価 4.5 以上を

目指します。（令和 5 年度

4.4） 

4.社会性を

培う集団活

動の充実 

社会性や市民性を

育む体験活動 

子どもの成長の糧となるもの、時代の要請

に答えるべき行事を見極め、「何をこそ学ばせ

るべきか」を熟慮探求します。 

②集団生活を通して、子ども同士のコミュニケ

ーション能力を培っていきます。また、子ども

自身の活動を重んじ、実行を助け、その結果

を常に振り返るように指導します。 

③低学年（2 年）の宿泊行事を企画し、それ

ぞれの学年における体験活動のねらいや学

習活動を系統立てながら実践していきます。 

また、体育会や秋祭りなどの全校行事、修学

旅行などの宿泊行事をさらによりよき体験活

動になるよう改善していきます。 

② 

児童・保護者アンケート「子

どもの友達関係はうまくいっ

ている」の評価を児童 4.5

保護者4.4以上に向上しま

す。（令和 5 年度児童 4.4

保護者 4.3） 

学習意欲の向上に関する

教員自己評価 4.6 以上を

目指します。（令和 5 年度

4.5） 

③保護者、児童アンケート

のうち、「行事は楽しく充実

している」の評価を保護者

4.7 以上、児童 4.9 以上に

向上します。（令和 5 年度

児童 4.8 保護者 4.6） 
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中期的目標 今年度の重点目標 具体的な取組 評価指標 

5.主体的な

生き方の尊

重 

主体的な学び、共

によりよく生きていく

考えの形成 

道徳教育 

学級生活や道徳の授業を通して、多様な価

値観を認め合い、共に生きていこうとする態

度を養います。 

②人権教育 

 人としての在り方・生き方を考え他者とともに

よりよく生きていくための人権意識を育成しま

す。また、いじめ等の予防、早期発見のため

「いじめｱﾝｹｰﾄ」や「日記」などから迅速に方策

をねり、対応します。 

思いやりのある態度に関

する教員自己評価 4.6 以

上を目指します。（令和 5

年度 4.5） 

②人権意識向上に関する

教員自己評価 4.4 以上を

目指します。（令和 5 年度

4.3） 

6.安全安心

な学校づく

りを目指し

た教育環境

の充実 

(1)防災教育・不審

者対策 

児童の生命を守るために、地震などの一般防

災に関する対策とﾏﾆｭｱﾙや不審者等の危

機管理に関する対策とﾏﾆｭｱﾙなど緊急時の

対応を常に再検討し、訓練を実施し、校内の

安全性を高めます。 

また、災害に備えて備蓄品を整えます。 

緊急時・防災訓練等安全

対策の教員自己評価 4.4

以上を目指します。（令和

5年度 4.3） 

(2)危機管理と情

報ﾓﾗﾙ 

①自他の命を尊び、安全なくらしを希求する

態度を育てることをめあてに、「非行防止教

室」等の外部組織の研修を受け、一人ひとり

の安全意識向上に役立てます。 

②「情報ﾓﾗﾙ教育」授業を行い、携帯やパソ

コン等の情報機器の正しい使用法を習得させ

ます。特に個人に係わる情報の公開の危険

性は人権の観点からも指導します。 

防災や安全に関する指

導の教員自己評価 4.6 以

上を目指します。（令和 5

月年度 4.5） 

②マナー・モラルに関する

教員自己評価 4.5 以上を

目指します。（令和 5 年度

4.4） 

(3)美化 ①落ち着いた環境の下で、安全に学校生活

を過ごせるように、教室や運動場等の美化に

取り組みます。 

②子どもに好ましい環境を目指し、遊具等の

設置や補充を計画するとともに、老朽化した

設備を修理・改修し、校内の安全性を向上し

ます。 

①児童・保護者アンケート

「学校の美化は行き届いて

いる」の評価を、児童 4.1

保護者4.3以上に向上しま

す。（令和 5 年度児童 3.9

保護者 4.2） 

美化に関する教職員の自

己評価4.2以上を目指しま

す。（令和 5年度 4.1） 

②保護者アンケート「学校

の施設設備は安全を考慮

し整備されている」の評価

を 4.3 以上に向上します。
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中期的目標 今年度の重点目標 具体的な取組 評価指標 

（令和 5年度保護者 4.2） 

好ましい環境に関する教員

自己評価 4.0 以上を目指

します。（令和 5年度 3.6） 

7.内部連携

の強化 

内部連携の強化 ①中学校 

 小中の系統的な学習が重要であることを自

覚し、小学校・中学校それぞれの教員の専門

性を融合させ、質の向上に努力します。私学

における 9 カ年の小中連携のカリキュラムや

実践方法を協議し、組織的・計画的な取り組

みを模索します 

 授業やクラブ体験を設け、中学の活動に親

しみ、内部進学者数の増加に努め、募集活

動を充実します。 

②幼稚園 

 幼小連絡会などを通じ、教員間の相互理解

と交流を深めます。 

 絵本読み聞かせや合同物作り体験を設け、

小学校の活動に親しんでもらい、内部進学者

数の増加に努め、募集活動を充実します。 

①令和 5 年度は、中学内

部進学者 56 名（62％）で

した。（91名中）（令和6年

度中学入学者） 

令和 6年度学園中学進学

は、内部進学者 70％以上

を目標とします。 

また、将来に向け、小中連

動のあり方を模索します。 

②令和 5 年度（令和 6 年

度生）は、幼稚園からの内

部進学者は 34 名でした。

令和 6 年度（令和 7 年度

生）は、内部進学者 45 名

以を目標とします。 

8.児童募集

の対策 

児童募集対策 ①学校ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞや広報活動(パンフ配布)な

どの活動を拡充します。 

外部幼稚園や幼児教室での入試説明会や

体験授業の実施し、外部からの受験者増加

につなげます。 

②外部幼稚園や幼児教室への広報活動を

拡充します。 

①学校ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ等の情報

提供に関する教員自己評

価 4.3以上を目指します。

（令和 5年度 4.0） 

②令和 5 年度（令和 6 年

度入学生）は77名でした。

（令和５年 12月現在） 

令和 6年度は集定員充足

90名以上を目標とします。 
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幼稚園                     
Ｎｏ 施策種類 事業計画 

１ 原理原則 ヨコミネ式教育法による教育・保育を徹底的に推進します。 

①学園幼稚園はヨコミネ式教育法で保護者に選ばれる園になる。 

②進行予定表に従い全園児を予定通り進捗させる。 

③原理原則からぶれず、教育・保育を推進する。 

２ 教育・保育方針 幼児活動研究会からヨコミネ式教育法の教え（指導法）を学び、忠実に実践します。 

①学園幼稚園は［守離破］の［守］の段階であることを認識する。 

 （学園幼稚園独自の保育は［破］で相当先の段階） 

3 目標 100％達成 教育・保育目標を全園児に達成させます。（時間のかかる子の親のことを考えよ） 

①そのために、出来る方法を考え工夫する。 

②その子が出来る環境、出来る課題を与える。 

③飽きが来ると少しだけ難しい課題を与える。（これを繰り返す） 

④教員も自学自習する。 

4 保護者満足度の向上 保護者の意見・要望をよく聴き、必要と判断したことは対策します。 

①よく聴くが、原理原則は変えない。 

②［苦情］［不満］は宝の山と心得る。［不満］が無くなれば保護者満足は何倍にもな

って返ってくる。(100-1＝0 100-0=200) 

5 正課 （１）読み書き計算（辞書引き）［学ぶ力］ 

幼児教育では「読み書き計算」が最も重要と認識します。 

①必ず毎日それぞれ 20分ずつ行う。（難しい日は 5分でも良いので必ず行う。） 

②行うことを習慣化させる。（かけっこ、音楽を含む） 

③読み書き計算が小学校での知識教育に強力な土台となる。 

④あくまでも「自学自習」が基本。 

（2）体操・かけっこ［体の力・心の力］ 

①体操を通して［努力すること］を教える。そして、努力すれば克服できることを知る。 

②［体を強くする⇒心が強くなる⇒人に優しくできる］ことが究極の目的。 

③その子にとってより難易度の高いことに挑戦させることにより自信を付けさせる。 

6 預かり保育 ［遊びから学ぶ］保育を実践します。（「自由に遊ばせておく」こととは異なる。） 

①預かり保育の保育を受けさせたいので［預かり保育］を利用すると保護者から言っ

てもらえるような質の高い保育を行う。 

②教員はどのような遊びの経験が［学びに向かう力］につながるのか常に考え保育す

る。 

③ヨコミネ式中心の正課を補完するため、「製作」、「遊び」、「ダンス」等の質の高い保

育を提供します。 

④教員は［遊びから学ぶ］保育の本質を学習します。 
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Ｎｏ 施策種類 事業計画 

7 行事 （1）参観 

普段の教育・保育をそのまま見てもらい、保護者に子どもの成長を実感してもらう。 

（このため、令和 6年度は参観の実施回数を削減した。） 

（2）運動会・発表会 

①できるだけ、普段の教育成果を披露する場にする。 

②行事の為の練習は可能な限り最小限にとどめる。（正課の時間が少なくなる。） 

8 躾 躾すなわち、基本的な礼儀やマナー、他人への思いやりは重要。 

これは大人になっても活きる。 

①挨拶 

②「はい」の返事 

③靴を揃える 

④約束を守る 

⑤嘘をつかない 

⑥友だちと仲良くする 

9 教員の資質向上 ①精一杯挨拶する。 

②保育室・職員室を綺麗にする。（掃除・整理整頓、断捨離） 

③保育の勉強を自学自習する。 

④（結果ではなく）子どもの努力を褒める。 

⑤常識を磨く。（「保育者に求められる 100 の常識」を熟読する） 

⑥子どもに丁寧に接する。 

10 特別支援 ①その子に関心を持つ。 

②その子が興味を持つことを探し、出来る環境を与える。 

③専門知識の習得に努める。 

④インクルーシブ保育を実りあるものにする。 

11 2 歳児クラスの充実 令和 6年度新設する 2歳児クラス（新りす組）の保育水準の向上を図ります。 

①教育・保育目標を達成する。 

②体操、リトミック・合奏、造形表現を充実させる。 

③保護者の信頼を得る。 

④保護者の評価を得て、次年度の募集につなげる。 

12 園児募集 0～2 歳児の募集に注力する。 

①「遊ぼう会」の質的向上を図る。 

②「つどいの広場」を充実させる。 
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保育園                   
Ｎｏ 施策種類 事業計画 

１ 重点取組課題 （１）事故防止対策の強化 

事故の発生削減と重大な事故を未然に防ぐために教職員の安全教育を徹底しま

す。 

・外部研修への参加、マニュアルの熟読等 

・ヒヤリハット報告と教職員間の月ごとの集計による情報共有 

・安全点検の実施 

・食中毒防止の徹底 

（２）感染症対策の強化 

・流行している感染症の知識習得・情報収集に努めます。 

・施設、備品等の消毒を徹底します。 

・保育室の換気、室温、湿度等に十分留意します。 

・教職員の健康管理を徹底します。 

（３）学園幼稚園との連携強化 

施設の共同利用、行事への参加、合同保育等より連携を強化し、保育レベルの向

上、内部進学の強化を図ります。 

２ 保育の質の確保・向上 （１）教職員の資質・専門性の向上 

園外研修、園内研修について計画的な受講を通して、教職員等の資質・専門性の

向上に務めます。園内研修では外部講師を招いて、学園幼稚園と同様にヨコミネ式

教育法の習得・向上を図ります。 

（２）設定保育の強化・充実 

かけっこ・体操、造形表現、リトミック、学習［文字・数字・国旗・地理など］、絵本の

読み聞かせをより一層強化・充実させます。 

また、専門家による設定保育を、教職員が共に行うことにより、教職員の保育スキ

ルの向上に努めます。 

（3）保育体制の充実 

休憩対応保育士の配置、配置基準以上に教職員を配置する等保育体制を充実 

し、向上を図ります。 

（4）インクルーシブ保育の充実 

インクルーシブ保育についての専門知識の習得・実践に務めます。 

3 働き方改革への取り組

み 

（１）DX の推進 

コドモン、ビジネスチャット等の活用によりデジタルシフトを推進し、教職員の事務負 

担を軽減するとともに保護者の方の利便性にも配慮します。 

（２）ペーパーレスの推進 

必要なもの以外は紙での配付等を廃止し、事務負担を軽減するとともに保護者の

方の利便性にも配慮します。 
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Ｎｏ 施策種類 事業計画 

4 保護者満足度の向上 （１）休園をしない体制 

園事情による休園をしない体制をつくります。 

（２）保育映像の提供 

保育風景を録画し、ＹＯＵ ＴＵＢＥの限定公開機能により自宅等で見ることができる 

機会を継続的に提供します。 

［注］公開期間は短期間に限定。ＵＲＬを秘匿し検索できない設定とします。 

（３）情報の共有化の推進 

ビジネスチャット、コドモンを通して、保護者の方と園との必要な情報をタイムリーに

共有します。 

5 社会貢献・文化活動の

推進 

（１）地域枠の設定 

地域枠の設定により、地域の待機児童、保留児童の解消に貢献します。 

6 園児募集 （１）内部関係者への告知の強化 

学園の教職員、保護者の方等への継続的な広報等により保護者会・同窓会・後援

会等の学園関係者への認知度を向上に務め、安定的な園児確保につなげます。 

（２）ＷＥＢサイト、ＳＮＳによる広報の充実 

ＷＥＢサイトの充実を図り、園の認知度を向上させ、園児募集につなげます。 

（3）歳児別人数の適正化 

園児の歳児別定員にそった園児募集を心がけ、歳児別人数にばらつきがないよう 

にします。 

（4）キャンセル待ちの確保 

キャンセル待ちの園児を常時確保し、園児が途中で退園してもすぐに欠員を補充で 

きる体制をとります。 

（5）自社枠の確保 

令和 5年度より義務化された自社枠の定員枠について、学園の教職員への告知を 

強化します。 
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主な新規事業計画            
Ｎｏ 事業名称 担当校園 

１ 総合ホール 1階 食堂リニューアル工事(100 周年事業) 本部 

２ 小学校リニューアル工事 小学校 

３ 総合ホール 1～4階トイレリニューアル工事 高校 

4 清風学舎 東側系統 GHP 更新工事(1 年目/3 年) 短期大学 

5 学園町北エリア 受電キュービクル取替工事 本部 

6 空調更新工事(1～4 階東側系統・6 階) 中学校 

7 学内サーバー入替 本部 

8 児童用個人ロッカー＋教員用ロッカー(教室分)の入替え 小学校 

9 高校本館 外壁(南面)補修工事(1 年目/3 年)  高校 

１0 教職員用 Win10PC リプレース 本部 

１1 高校東館 北面 漏水対策工事 高校 

１2 アクティブラーニングスペース化 高等学校 

１3 体育館 空調新規設置工事 短期大学 

１4 温水プール 施設設備改修工事(2 年目/9 年) 高校 

１5 第 2飯盛嶺校舎エレベーター工事 高校 

１6 高校本館 2 階屋上バルコニー防水工事 高校 

１7 温水プール 施設設備改修工事(2 年目/9 年) 高校 

18 HONDA ドライビングシミュレーター導入について 大学リハビリテーション学部 

19 プロジェクター入替 短期大学 

20 消防設備工事 高等学校 

21 剣道場 空調工事 高等学校 

22 フレッツ光クロス導入 本部 

    ［注］投資額順（降順）に掲載。 
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